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						信州上田では江戸時代から蚕の卵の生産で栄え、その後も養蚕、製糸業などさまざまな発展を遂げていき全国から「蚕都上田」と呼ばれるようになりました。



しかし、現在は様々な理由から蚕糸業は全国で衰退し、風前の灯火となっています。



衰退している蚕糸業ですが、上田地域でもまだ蚕糸業は残っています。



上田地域で有名な蚕関連の会社は常田館製糸場という会社。明治33年(1900年)に創業された製糸工場です。



蚕糸業は大きく分けて蚕種業、養蚕業、製糸業の３つに分けられ、蚕の卵を生産し、質を高める「蚕種業」、蚕を成虫まで育ててそれを管理する「養蚕業」、蚕の繭から糸を取り生糸に加工する「製糸業」に分かれます。



次の記事では蚕という虫について解説していきます。



今の若い人は蚕という虫に接点が全くないので少しでも興味を持っていただけると幸いです。
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